
ONE TO ONE 1998年2月号 ¦ 株式会社ピコハウス

取材日1997.9 掲載日1998.2（以
下翻訳は掲載当時の内容ですの
で、現在の当社 サービス内容とは
異なる部分もあることをご了承く
ださい） 非常に質の高いという意
味と1兆分の1を 意味する数学用
語のピコを名に持つ東京のポスト
プロダクション、ピコハウスはビ
デオやビデオCD、また1996年に
始めたDVDについても最高画質の
製品をクライアントに提供する決
意を述べた。

株式会社ピコハウス
は、1987年4月、東京都新宿
区(明るいネオンとエキゾチックな
ナイトライフで有名な地区からは
離れた所にあるが・・・)に設立さ
れた。正門に並ぶおとなしめな看
板を見ると、ごく普通の建物だ
が、いくぶんアップマーケットな
居住地区の正面ガラスの向こう
は、日本における独立系の主
要DVDオーサリングスタジオ

なのである。
元々、書籍や雑
誌の出版社であ
る株式会社新潮
社に創設された
ピコハウスは、
親会社のビデオ
製品のためのビ
デオやオーディ

オプロダクションとしてスタート
した。企画営業部部長宮山明彦氏
は言う。「元々はアナログ製品だ
ったが、アナログでは常に最高画
質を維持することが難しいので、
ビデオ素材をデジタルメディアに
利用する可能性を追求し始め
た。」そうして最終的にはDVDビ
デオへと辿り着く旅が始まったの
である。

宮山氏の話からピコハウスの
業務上のキーポイントは画質
であることがすぐ分かる。質
という言葉が端々に現れるこ
とから、1兆分の1を意味する
数学用語であるピコという単
語を社名に使用している意味
がすぐに分かる。アナログビ
デオからビデオCDへの移行
でMPEG-1エンコーディング
の画質を高める方法の探究に
力を注いだ。その結
果、1994年にMPEG-1エンコ
ーディングで世界最高画質を
誇る米国のPacific Video
Resourcesと業務提携する。

ピコハウスは今日まで
に500タイトル以上のビデ
オCDをオーサリングしてい
る。この経験とノウハウ
が1996年6月にDVDオーサリ
ングマーケット参入への自信
につながっている。最初
の15ヶ月で日本の大手ハード
メーカーのデモ用ディスクや
種々の映画、そして趣味一般
タイトル(数タイトルはピコハ
ウスレーベル)などを含む様々
なDVDタイトルを50タイトル
オーサリングしている。



「当社は独立系としては世界で
初のDVDオーサリング会社であ
る。」と宮山氏は語る。「現在
当社には約15のレギュラー顧客
がいる。」10人のスタッフとい
うのは、松下電器や東芝と比較
すればかなり小さい規模であ
る。しかしながら完全にDVDに
専念していて、制作タイトルか
ら考えて、現時点では、おそら
く日本で4番目に大きなDVD制
作会社であろう。しか
し、DVDがピコハウスの現在の
エンコードとオーサリングビジ
ネスのたった30％にしか相当し
ないということは、明らかに今
後も成長の余地があることにな
る。 

ピコハウスがオーサリングした
初めてのDVDは、日本の有名な
観光リゾートについての観光映
像であった。これは日本
でDVDが立ち上がっ
た1996年12月に発売されたピ
コハウスのオーサリングによ
る2タイトルの内の1タイトルで
ある。2作品目はピコハウスの
レーベルで世界の様々なクリス
マスソングを奏でるア ンティー
クなオルゴールを集めた日本の
クリスマスシーズン向けのタイ
トルである。 

（フルサービス）

ピコハウスはMPEGエンコード
及びオーサリングのスペシャリ
ストでありながら、実際はトー
タル的なDVDサービスを提供で
きる。可能なオプションとし
て、VHS仕様またはデジタルビ
デオ素材の映像編集、音声編
集、そして静止画やサブタイト
ルの制作がある。ビデオ編集設
備に加えて、音楽もナレーショ
ン録音も可能なMA室も完備して
いる。顧客の希望があれば映像
素材の撮影も可能であり、社内
にメニューやインタラクティブ
機能のシナリオ作成を担うマル
チメディアエキスパートもい
る。全てのレーベルやパッケー
ジデザインも社内で制作してい
るが、顧客の要望があれば、マ
スタリングやプレスサービスに
ついても、日本のリーダー
的DVDプレス会社との業務提携

オーディオはたいていビデオ素材
か、DA-88テープのどちらかであ
る。静止画やメニュー、その他の
素材(ロゴやコピーライトワーニン
グ等)はいくつかのコンピューター
ファイルフォーマット(アップ
ル、PCま たはシリコングラフィッ
クス)に取り込まれる。これら
はTIFFかPICT、BMPまたはSGIフ
ァイルである。サブピクチャー
はTIFFかビデオトロンのテロップ
ファイルデータのどちらかであ
る。 

サブピクチャーサービスを提供し
ている点は東洋ではチャレンジで
あろう。 

主要言語が似通ったアルファベッ
ト(アクセントや句読点には幅広い
バリエーションがあるが)が ベー
スの西洋と違って、東洋の言語表
記は大変独特であり、単にフォン
トを修正するだけでは 済まない。

現在、ピコハウスでは日本語、英
語、韓国語、中国語(広東語か北京
語)そしてフィリピン語(タガログ
語)のサブピクチャーを作成でき、
また必要な翻訳サービスも提供す
る。例えば、フランス映画のライ
ツを保有する韓国の映画配給会社
のDVDタイトルを数タイトルオー
サリングしている。当然、これら
のフィルムはフランス語なのでオ
ーサリング過程で、韓国語(英語
も)のサブピクチャーを付ける必要
がある。「韓国の会社からサブピ
クチャー素材をもらい、翻訳して
サブピクチャーデータを当社で作
成する必要がある場合がある。」
と宮山氏は言う。時にはもっと大
きなチャレンジもあるようだ。
「現在、8種類のサブピクチャー
があるタイトル制作にかかってい
る。」 

により、業務提携価格にて提供
可能である。 

顧客がコンテンツを完成し、全
ての制作要素が集まった段階
で、ビデオやオーディオのエン
コーディング、オーサリングが
始まる。ピコハウスではデジタ
ルベータカム、D-2、1インチ
やアナログベータカムなど様々
なビデオフォーマットを受け付
けることができる。



オリジナル素材は別として、制作上最も重
要な要素はエンコーディングである。ピコ
ハウスは他機種との比較に多くの時間を費
やしてエンコーダーを決定した。最終的
にMPEG-2ビデオエンコーディング
にZAPEX ZX-2000AMEを採用した。

このエンコーダーは2パスの可変ビットレ
ートか3?10Mbpsの固定ビットレートのど
ちらかを選択できる。ZAPEX ZX-
Resoundをドルビーデジタル(AC-3)オー
ディオのエンコードに使用している。 

「当社の最大の目標、目的は最高の画質を
得ることであった。」と宮山氏は言い、そ
の当時、様々なエンコーダーを比較し
て、ZAPEXが唯一可変ビットレートに対応
していて、これが必須条件と見なされてい
たと付け加えた。その他の重要項目はオー
サリングソフトとの互換性であった。 

オーサリングソフトはもちろん全工程の中
核であり、ピコハウスはシリコングラフィ
ックスのワークステーションを使ったダイ
キン工業のCOMTEC Scenarist2を使用し
ている。

全制作要素、すなわちエンコードしたビデ
オ、オーディオトラック、サブピクチャー
や静止画が融合され、最終的なデータスト
リームとなるのがここであり、そのデータ
はDLTテープにおさめられるか、もしくは
そのデータがマスタリングされる前にクラ
イアントがコンテンツを確認するためにパ
イオニアの業務用DVD-Rへ移される。

180万円(約US$11,500)とソフトウェア
費にもう40万円(約US$2,500)というよ
うにDVD-Rは安くない。しかし、宮山氏
はその信頼性に共感している。一旦、デ
ィスクをマスタリング、または プレスし
た後に問題を発見するよりもDLTテープ
を送付する前にプレーヤーで最終チェッ
クする方が、はるかに安い選択である。 

今までのところ、ピコハウスがオーサリ
ングしたソフトは全てドルビーAC-
3でNTSCである。宮山氏の話では、技術
的にPALのディスク制作も難しくない
が、PALマーケット用にDVD制作を依頼
する顧客がまだいないようである。たい
ていのタイトルの納期は驚くほど早い。
宮山氏によると普通のDVDビデオプログ
ラムは2日間、約3000枚のサブピクチャ
ーのあるタイトルはオーサリングに
約1週間かかる。しかしながら、全ての
タイトルが予定通りに進むわけではな
い。たいていのDVDオーサリング会社の
共通の経験として、ディスク発売前に顧
客の気が変わり、内容を変えたいという
のである。宮山氏は顧客が満足するまで
に3回もプログラム修正を依頼されたと
いうある忘れがたい経験を思い出す。タ
イトルプロデューサーはオーサリングに
入る前にコンテンツをくまなくチェック
すべきである。一旦、オーサリングして
から修正することは、時間のロスになる
だけでなく、コスト高にもなってしまう
からである。 

少し前までレコード(溝)が一般の民生用
プレーヤーで再生できるか確認するため
にディスクカッティングルームに安価な
レコードプレーヤーを置くことは珍しい
ことではなかった。デジタル時代になっ
ても大きな変化が見られるわけではな
い。 



ピコハウスでは、プレス後の問題発見を
防ぐために多くのチェック用最新プレー
ヤーを揃えている。ODCダイレクトカッ
トガラスディスクは複数のプレーヤーの
互換性を確認するために使用されてい
る。 

「各社のプレーヤーに同じディスクをか
けても様々な問題を発見することができ
る 。」と宮山氏は主張する。「同じ問題
を持つプレーヤーもあれば、1プレーヤ
ーだけが特別な問題を持つ場合もあ
る。」 

そこで私は原因はだれか？ピコハウスな
のか？コンテンツプロバイダーなのか？
それともハードメーカーなのか？尋ねて
みた。「ハードメーカーであると当社は
思う。」特にそのディスクが複雑なプロ
グラムの場合、特定アイテムがディスク
のメニューリストから選ばれた時にプレ
ーヤーが指示（オーサリング）通り正確
に動くかど うかが挙げられる。 もし
も、ユーザーが特定の画面にアクセスで
きないならば、ユーザーはそれをディス
クの問題と考え、プレーヤーの問題とは
思わないであろう。その他のディスクの
インタラクティブ機能が正確に使える場
合は特にそうである。将来これら全ての
問題は解決されるであろうが、今のとこ
ろは過去の経験、ノウハウにより、すべ
てのプレーヤーで正常に再生できるよう
オーサリングで特殊処理を行っている。 

ピコハウスはDVD-ROMタイトルの制作
も技術的には可能であるが、最初か
らDVD-ROMをオーサリングする機材が
ない。現状可能なことは、既存のCD-
ROMタイトルをDVD-ROMに移すことで
ある。事実、1枚のDVDにCD-ROM7枚
までをおさめることができ、これらは全
てScenarist2を使って作られる。しかし
ながら、問題が一つあると宮山氏は言
う。例えば、クイックタイムムービー
はMPEG-2フォーマットに変換すること
ができるが 、完成したDVD-ROMが全て
のコンピューターで互換性があるかどう
か保証できないというのである。例とし
てIBMと富士通のコンピューターでは動
くであろうが、それ以外では分からない
ということである。このため、現時点で
は一般用途には勧めてはいない。 

前述の通り、ピコハウスでは特別価格の
レプリケーションサービスを提供してい
るが 、これは松下電器系列との業務提携
による。スタンダードなDVD5に加え
て、数々のDVD9ディスクのオーサリン

電器はDVD9ディスクを提供できる唯一
の会社である。」と宮山氏は言う。プロ
グラム分数がDVD5の容量を超えた場
合、DVD9かDVD10フォーマットにする
かはもちろん顧客の選択による。 

現在、ピコハウスでオーサリングしたタ
イトルの約20％がDVD9フォーマットで
リリースされている。しかしながら、収
録時間の長い作品はまた別の問題もある
と宮山氏は言う。顧客は高ビットレート
を選んでわずかに多い容量を持
つDVD10に乗り換えるであろうか、ある
いはわずかに低い画質ではある
がDVD9フォーマットにとどまるだろう
か。 

最高の画質が要求される場合、どちらと
も確実な決定点が存在するとは宮山氏は
思わない。おそらく今後スタンダードな
市販用リリースとし
てDVD5やDVD9を、そして特別版とし
て最高ビットレート
のDVD10やDVD18を制作することにな
ると考えられる。 

東洋のDVDマーケットが発展するにつれ
て、どのようなDVDの特殊機能を持った
ソフトが広がって行くかは興味深い。例
えば、マルチアングルのような特性を持
ったタイトルはほとんどリリースされて
いない。この理由は明らかである。既存
の映画はたいてい選択画面を持たない。
最も安価なDVDタイトルはオリジナルサ
ウンドトラックで日本語字幕がついた単
なる古い外国映画であるが、一般的な日
本のDVDタイトルは少なくても2ヶ国語
のサブピクチャー(日本語と英語)があ
り、また2ヶ国語のオーディオトラッ
ク(これも日本語と英語)がある。3ヶ国語
のサブピクチャーかオーディオトラック
を持ったDVDタイトルを見つけることも
珍しくはない。人気の高いコンテンツ
は、日本ではワーナーの映画が一番で、
次がアダルトであると宮山氏は話す。技
術は変わっても人間の興味というものは
変わらないようである。

グ、プレス経験がある。「今のところ松下
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